


別添

( 1)構造名

グラスウ…ノレ充てん/塗装溶融亜鉛めっき鋼板・イソシアヌレートフォーム表張/

せっこうボード裏張/木製軸組造外壁

(2)寸法等

1)壁高さ、壁幅:構造計算等で構造安定性が確認できる寸法とする。

2)柱・間柱間隔:500mm以下

3)外装材の張り方及び目地処理

張り方 目地処理

張り付け方向 留め具の留め方※1 縦目地 横目地

縦張 実部打ち 合いじゃくり 目地部役物
(但し:外装材の働き幅は520醐以 目地

下とする)

脳天打ち
(但し外装材の働き幅は520mm以

下とする)

実部打ち・脳天打ち併用

横張 実部打ち 目地部役物 合いじゃくり
(但し外装材の働き幅は520凹以

下とする)
目地

脳天打ち
(但し外装材の働き幅は520mm以

下とする)

実部打ち・脳天打ち併用
一一一一一一---※1:留め具の留め方の違いについては、以下の通りとする。

実部打ち(担し外装材の働き幅li52 Omm以下とする)
P楳材

留め異

脳天打ち(担し外装材の働き幅ii52 Omm以下とする)
Pト矧

留め具

実部打ち、脳天打ち併用
Pト剥1

外装化粧材

有り又は無し

有り又は無し

/ 
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Pト掛1

9ト羽1

単位:mm



(3 )材料構成

1)主構成材料

部材名

外装材

断面形状について

は、断面形状図に示

す。

表面材

不織布

芯材

裏面材

(1)又は(2)の

いずれかー仕

様とする。

シーノレ材

内装材

材料・形状・寸法等 | 規格

①寸法 (mm) 働き幅 : 520以下

〔但し、実部打ち・脳天打ち併用の場合を除く〕

厚さ : 10以上

最小厚さ :8 
各部寸法許容差 • "土2

②断面欠損率(%) : 0"-'36 (厚さ15mm比)

③表面柄: 平板又は溝付

①材料:JIS G 3312 (塗装溶融亜鉛めっき鋼板)、 JrsG 330 
2 (溶融亜鉛めっき鋼板)及びそれら程度の溶融温度

を有する鋼板

②厚さ (mm) : 0.27以上

③表面形状:平滑又はエンボス

①材料:次のいずれか一仕様とする 0

.ポリエステノレ系

.無し

②厚さ (mm) : 0.3以下

①材料:イソシアヌレートフォーム I J1S A 9511の硬質ウレ

②厚さ (mm) : 9.23以上(土2) [但し、溝部を除く) Iタンフォームと同等以

③密度 (kg/m3) : 40土10 I上の燃焼性

(1)紙系

①材料:次のいずれか一仕様とする。

-はり合わせアノレミニウムはく I JrS Z 1520 
.ラミネート加工紙

・アノレミラミネート加工紙

②厚さ(皿) : 0.2土O.1 
③有機質量 (g/m2) : 200以下

(2)鋼板系

①材料:JIS G 3312 (塗装溶融亜鉛めっき鋼板)、 ]ISG 330 
2 (溶融亜鉛めっき鋼板)及びそれら程度の溶融温度

を有する鋼板

②厚さ (mm) : 0.13以上

③表面形状:平滑又はエンボス

①材質:次のいずれかー仕様とする 0

.ポリウレタン系

・アクリノレウレタン系

・ポリサノレブアイド系

-変成ポリサノレブアイド系

.シリコーン系

・変成シリ口…ン系

.ポリエチレン系

・合成ゴム系

-無し

②使用量:60g/m以下

①材料:せっこうボ…ド製品 I JrS A 6901 
②厚さ (mm) : 9. 5以上
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充てん断熱材 |①材料:次のいずれかー仕様とする。

-グラスウーノレ I JIS A 9504 

・ロックウール I JIS A 9504 
②厚さ (mm) : 50以上

③密度 (kg/m3) : 10以上

柱(荷重支持部材)I①材料:日本農林規格に適合する構造用集成材又は構造用製材

②寸法 (mm) : 105 x 105以上

間柱 |①材料:集成材及び製材

②寸法 (mm) : 27 x 105以上

構造用面材 |①材料:次のいずれかー仕様とする。

-無し
・合板 I JAS合板又は同

胴縁

-構造用パネノレ

-製材

-パーティクノレボード

-ミヂィアムデンシティアァイパ…ボード又はハードボード

.硬質木片セメント板

・フレキシブノレ板、パ…ライト板又はけい酸カルシウム板

.炭酸マグネシウム板

.パルプセメント板

-シージングボード

.せっこうボ…ド又は強化せっこうボ…ド

.ラスシート

・火山性ガラス質複層板

.窯業系サイディング

.複合金属サイヂィング

・不燃材料(建設省告示第1400号に規定する材料又は国土交

通大庄が認定する材料)

-準不燃材料(建設省告示第1401号に規定する材料又は国土

交通大庄が認定する材料)

-上記材料に、以下の材料を塗ったもの

モルタル(鉄鋼モルタル)

軽量セメントモルタル

しつくい

注)このうち、構造用面材の厚さを増すことによって、平成1

2年建設省告示第1359号(防火構造の構造方法を定める件)に

規定する屋外側材料に適合する場合にあっては、同告示に規

定する屋外側材料の厚さに従うものとする。さらに同告示に

規定する構造方法の屋外側に、本仕様の外装材、胴縁等を加

えて取り付けても良い。

同様に、構造用面材の厚さを増すことによって、防火構造の

国土交通大臣認定を取得した構造方法(但し、本仕様の外装

材及び胴縁等の構造用面材よりも屋外側に留め付けられてい

る材料以外の材料については、本仕様と同じ認定仕様である

ものに限る。)における屋外側材料に適合する場合にあって

は、同認定を取得した屋外側材料の厚さ及び留め方に従うも

のとする。

さらに問認定を取得した構造方法の屋外側に、本仕様の外装

材、胴縁等を加えて取り付けても良い。

①材料:集成材及び製材

②寸法 (mm) : 15 X45以上

酬 3酬

等口口

JAS構造用パネ

ノレ又は同等品

JAS針葉樹の下地

用製材又は同等品

JIS A 5908 

JIS A 5905 

JIS A 5404 

JIS A 5430 

JIS A 6701 

JIS A 5414 

JIS A 5905 

JIS A 6901 

JIS A 5524 

JIS A 5440 

JIS A 5422 

JIS A 6711 

建築基準法第2条

第九号

建築基準法施行

令第1条第五号

建築基準法第2条

第九号



2)副構成材料

部材名 | 材料・形状・寸法等

防水紙及び防湿材|①材質:次のいずれかー仕様とする。

-透湿防水シート

・アスブアノレトブエノレト430
-住宅用プラスチック系防湿フィノレム

.包装用ポリエチレンブイノレム

-農業用ポリエチレンブイノレム

.無し

①材質:次のいずれかー仕様とする 0

.ゴムアス系

・ブチノレ系

-アクリノレ系

・ポリエステノレ系

.塩化ピニノレ系

・アスフアノレト系

.無し

①材質及び寸法:次のいずれか一仕様とする 0

・くぎ :ゆ2.15XL38以上

・木ねじ :中2.15xL38以上

①材質及び寸法:次のいずれかー仕様とする 0

・くぎ :ゆ1.5xL19以上

-木ねじ :ゆ1.5xL19以上

-タッピンねじ:ゆ4.0XL13以上

①材質及び寸法:次のいずれかー仕様とする 0

・くぎ :ゆ1.5xL19以上

-木ねじ :ゆ 1.5xL19以上

防水テープ

用材装外留

め

具

問地部役物用

構造用面材用

胴縁用

内装材用

困地部役物

ステーブル

規格

JIS A 6111 
JIS A 6005 

JIS A 6930 
JIS Z 1702 

JIS K 6781 

JIS A 5508 
JIS B 1112 

JIS A 5508 
JIS B 1112 

JIS B 1125 

JIS A 5508 
JIS B 1112 

(留め具形状については、構造用面材の材質及び厚さに応じて選定する。 但し、

構造用面材無しの場合には必要としない。)

①材質及び寸法:次のいずれかー仕様とする。

-くぎ :ゆ2.45XL45以上 I JIS A 5508 
・木ねじ :ゆ2.45xL45以上 I JIS B 1112 

①材質及び寸法:次のいずれかー仕様とする。

-くぎ :ゆ2.34xL38. 7以上 I JIS A 5508 
・木ねじ :ゆ2.34xL38. 7以上 I ]IS B 1112 

【金物類】

①材料:JIS G 3312 (塗装溶融亜鉛めっき鋼板)、 JISG 330 
2 (溶融亜鉛めっき鋼板)及びそれら程度の溶融温度

を有する鋼板

【シーノレ材等】

①材質:次のいずれかー仕様とする。

・シーリング材 I JIS A 5758 
・パックアップ材(発泡ポリエチレン系、ロックウーノレフェルト系等)

・シ…リング材十パックアップ材の併用

• EPDM 
-合成ゴム系

.無し

②質量 (g/m) : 200以下

寸法 肩幅12mm 足長6mm以上 I JIS A 5556 
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部材名 材料・形状・寸法等 規格

外装化粧材 ①材質:次のいずれかー仕様とする。

-不燃材料(建設省告示第1400号に規定する材料又は国土交 建築基準法第2

通大圧が認定する材料) 条第九号

-準不燃材料(建設省告示第1401号に規定する材料又は国土 建築基準法施行

交通大臣が認定する材料) 令第1条第五号

-木材

-木質系材料

-石材

-陶磁器質板

-軽量気泡コンクリートパネル

-窯業系サイヂィング

-セメント板

-けい酸カノレシウム板

-無し

外装化粧材用目地 ①材質:次のいずれかー仕様とする。

材 -シーリング材 JIS A 5758 
-パックアップ材(発泡ポリエチレン系、ロックウーノレフェルト系等)

-シーリング材十パックアップ材の併用

-モノレタノレ

. EPDM 
-合成ゴム系

-無し

防水パッキン ①材質:次のいずれかー仕様とする。

-シーリング材 JIS A 5758 
-パックアップ材(発泡ポリエチレン系、ロックウ…ノレフェルト系等)

-シーリング材+パックアップ材の併用

-モノレタノレ

. EPDM 
-合成ゴム系

-無し

接着剤 ①材質:次のいずれかー仕様とする。

-変成シリコーン系

-ウレタン系

-シリコーン系

ーー←一 一ーに丞し
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外装材断面形状図

外装材のす法

a 

単位:mm

不織布(有り又は無し) 裏面材 シール材(有り又li無し)

a :全幅:(b十30)以上

b :働き幅:520以下

c :断面欠損部最低厚さ :8以上(但し合いじゃくり部を除く)

d:厚さ:1 0以上

断面欠損率(%): 3 6以下(厚さ15比)
(断面欠損率の計算方法)

断面欠損率(%)=働き幅内における厚さ15以下の断面欠損部面積/(15 x働き幅)x 1 00 

合いじゃくり部分の寸法

表面材 15以下
-1 ド.>r(J 
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外装材断面形状図(例)
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注)寸法等は、外装材断面形状図に準ずる。
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縦目地部役物断面形状図(例)

キャップA (工法3用)

断面図例

キャップB(工法4用)

キャップc(工法5用)
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ジョイナーB(工法5用)

-コ

外装材の表面形状に準ずる

側面図例

ジョイナ--A (工法3、4用)

ジョイナ--c(工法2用)
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横目地部役物断面形状図(例)

(工法2用) (工法3用) (工法3、4用)

横目地部役物付加材

(工法3¥ 4用)
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(4)構造説明図

外装材が横張の場合

1)透視図

*:認定対象外

ー10耐



2)鈴直断面図

嗣縁

防水紙(有り又は無し)

構造用面材(有り又は無し)

ネ:認定対象外
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3)鈴直断面詳細図

実部打ち、脳天打ち、実部打ち・脳天打ち併用

胴縁

防水紙(有り又は無し)

構淵餓(有り又11無し)

外装化較材(有り又は無し)

田
良

M
外
側
棚
刊

合いじゃくり部は、本l、本2のうちどちらかー方の打ち方を用いて、外装材を留め付ける。

本;外装材の働き幅が520Dlslを超える場合には、 520回以下の間痛で、留め付ける。

また、外装材の働き幅が520Dlsl以下の場合にl士、 520阻以下の間院で、留め付けても良い。

ー12-
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4)水平断面詳細図

実部打ち、脳天打ち、実部打ち・脳天打ち併用

屋外側

屋内側

シ』ル材(有り又は無し)

留め具(外装材用・脳天打ち)*2 

防水パッキン(有り又は無し)

防水テ}プ(有り又は無し)

留め具(外装材用・実部打ち)* 1 

留め具(胴縁用)

[工法1] 

合いじゃくり部は、本1、本2のうちどちらかー方の打ち方を用いて、外装材を留め付ける。

本2:合いじゃくり部以外は、外装材の働き幅が520阻を超える場合にl士、 520mm以下の間隠で留め付ける。

また、外装材の働き幅が520DlID以下の場合には、 520皿以下の間臨で留め付けても良い。

国 13・

単位:mm



屋外側

屋内側

シール材(有り又は無し)

留め具(外装材用・脳天打ち)* 2 

防水パッキン(有り又11無し)

縦目地部投物(ジョイナーC)

[工法2J

合いじゃくり部は、本l、キ2のうちどちらかー方の打ち方を用いて、外装材を留め付ける。

本2:合いじゃくり部以外は、外装材の働き幅が520IDIDを超える場合にl士、 520IDID以下の間臨で留め付ける。

また、外装材の働き幅が520IDID以下の場合には、 520IDID以下の間隠で、留め付けても良い。
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屋外側

屋内側

縦目地部役物(ジョイナ-A)

留め具(外装材用・実部打ち)* 1 

留め具(縦目地部役物用)

(工法3]

合いじゃくり部は、本l、本2のうちどちらかー方の打ち方を用いて、外装材を留め付ける。

本2:合いじゃくり部以外は、外装材の働き幅が520IDIDを超える場合には、 520回以下の間関で留め付ける。

また、外装材の働き幅が520IDID以下の場合には、 520阻以下の間臨で留め付けても良い。

ー15糊
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屋外側

屋内側

縦目地部役物(キャップB)

シール材(有り又は無し)

留め具(外装材用・脳天打ち)* 2 

縦目地部投物(ジョイナーA)

留め具(外装材用・実部打ち)* 1 

留め具(縦目地部投物用)

[工法4J

合いじゃくり部i士、キ1、本2のうちどちらか一方の打ち方を用いて、外装材を留め付ける。

キZ:合いじゃくり部以外li、外装材の働き幅が520mmを超える場合には、 520阻以下の間隠で留め付ける。

また、外装材の働き幅が520mm以下の場合にi士、 520mm以下の間隠で、留め付けても良い。
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屋Fト側

屋内側

シール材(有り又は無し)

留め付けねじ(縦目地部役物用)

縦目地部投物(ジョイナーB)

留め具(外装材用'脳天打ち)水2

縦目地部役物(キャップC)

留め具(縦目地部投物用)

留め具(外装材用・実部打ち)* 1 
パックアップ材(有り又は無し)
留め具(縦目;地部役物用)

[工法5J

合いじゃくり部は、本1、本2のうちどちらかー方の打ち方を用いて、外装材を留め付ける。

ホ2:合いじゃくり部以外は、外装材の働き幅が520IDIDを超える場合には、 520皿以下の関陣で留め付ける。

また、外装材の働き幅が520IDID以下の場合には、 520阻以下の間臨で、留め付けても良いD
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外装材が縦張の場合

1 )透視関

-18 -
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2)鈴直断面図

前湿材(有り又は無し)

肺水紙(有り又は無し)

ネ:認定対象外
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3)鈴直断面詳細図

実部打ち、脳天打ち、実部打ち・脳天打ち併用

留め具(外装材用・脳天打ち)* 2 
防水テ}プ(有り又は無し)

シール材(有り又は無し)

防水紙(有り又は無し)

外装化粧材(有り又は無し)

思
民
創
汁
州
叩
仰

単位:mm

ロ
庄
内
側

[工法1J

合いじゃくり部は、本1、本2のうちどちらか}方の打ち方を用いて、外装材を留め付ける。

キ2:合いじゃくり部以外は、外装材の働き幅が520nnnを超える場合には、 520皿以下の間簡で留め付ける。

また、外装材の働き幅が520nnn以下の場合には、 520阻以下の関陣で、留め付けても良い。

同 20~ 



防水紙(有り又は無し)

外装化粧材(有り又は無し)

屋
外
側

単位:mm

鼠
血
'
市
内
側
叩
開

[工法2]

合いじゃくり部は、キl、本2のうちどちらかー方の打ち方を用いて、外装材を留め付ける。

キ2:合いじゃくり部以外は、外装材の働き幅が520阻を超える場合iこは、 520DlID以下の間関で留め付ける。

また、外装材の働き幅が520DlID以下の場合には、 520凹以下の間賠で留め付けても良い。

岬 21~ 



防水紙(有り又は無し)

外装化粧材(有り又は無し)

国
怠

H
外
側
関

単位:mm

防湿材(有り又は無し)

内装材

巴
民
占
門
刷
別

[工法3J

合いじゃくり部l士、本1、本2のうちどちらかー方の打ち方を用いて、外装材を留め付ける。

キZ:合いじゃくり部以外は、外装材の働き幅が520slDlを超える場合にl士、 520阻以下の間隠で留め付ける。

また、外装材の働き幅が520slDl以下の場合には、 520凹以下の間隠で、留め付けても良い。

-22-



構造用面材(有り又は無し)

防水紙(有り又は無し)

外装化粧材(有り又は無し)

屋
外
側

単位:mm

臣
民
肉
日
制
叩
刊

[工法4]

合いじゃくり部は、本1、本2のうちどちらか}方の打ち方を用いて、外装材を留め付ける。

本2:合いじゃくり部以外は、外装材の働き幅が520IDIDを超える場合には、 520IDID以下の間踊で、留め付ける。

また、外装材の働き幅が520DIID以下の場合にl士、 520皿以下の間関で留め付けても良い。
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4)水平断面詳細図

実部打ち、脳天打ち、実部打ち・脳天打ち併用

慰ト側

屋内側

留め具(外装材用・脳天打ち)* 2 

留め具(外装材用・実部打ち)* 1 

合いじゃくり部は、本l、キ2のうちどちらか}方の打ち方を用いて、外装材を留め付ける。

本:外装材の働き幅が520mmを超える場合には、 520阻以下の間簡で留め付ける。

また、外装材の働き幅が520阻以下の場合には、 520nnn以下の間関で留め付けても良い。

拍 24-

単位:mm



(5 )標準施工方法

1 )下地の施工

柱・間柱は、不陵のないように土台に垂直に500mm以下の間隔で、配置する。

構造用面材を用いる場合には、構造用面材用留め具を用いて取り付ける。尚、モルタル等の

塗り材料を併用する場合には、構造用面材を取り付けた後に塗り施工する。

2)防水紙の取り付け

防水紙を使用する場合は、できるだけたるみ、しわのないようにステーブルを用いて取り付
ける。

3)胴縁の取り付け

(外装材が横張の場合)
¥ 

胴縁は、柱及び間柱に当たるよう ~~500mm以下の間隔で胴縁用留め具を用いて取り付ける。
尚、外装材の横継ぎ部に当たる胴縁は、柱に当たるように二本左右に並べ、胴縁用留め具を

用いて取り付ける。

(外装材が縦張の場合)

胴縁l士、柱及び間柱に対して直交させ500mm以下の間隔で、配置し、胴縁用留め具を用いて取

り付ける。

尚、外装材の横目地部に当たる胴縁は、柱及び間柱に対して直交するように二本上下に並べ、

柱及び間柱に通気部分を確保するように胴縁用留め具を用いて取り付ける。

通気を考慮するならば、柱上で胴縁を切り離す。

4)外装材等の取り付け

(外装材が横張の場合)

下端部の水切・スターターの取り付け

下端部の水切・スタ…ターは、壁面の下端となるところに土台と平行に所定の留め具を用い

て取り付ける。

外装材の取り付け

【留め具を実部打ちとする場合】

外装材は、一枚目の下端部をスターターに差し込み、上端部の胴縁の当たる部分を外装材用

留め具を用いて固定する。次に二枚目の下端部を一枚目の上端部に落とし込み、二枚目の上

端部の胴縁の当たる部分を外装材用留め具を用いて固定する。三枚目以降順次繰り返して連

続した壁面を形成する白

【留め具を脳天打ちとする場合】

外装材は、土台に平行に配置し、下端部は外装材用留め具を用いて胴縁に留め付ける。下部

から順次上部に留め付け施工する際に、下側上端部と上側下端部を重ね、外装材用留め具を

用いて胴縁に留め付ける。三枚目以降順次繰り返して連続した壁面を形成する。

【留め具を実部打ち・脳天打ち併用とする場合】

外装材は、上記に従い取り付ける。外装材働き幅が520mmを超える場合には、合いじゃくり

部以外に520mm以下の間隔となる位置に脳天打ちをする。また、外装材働き幅が520蜘以下の

場合は、必要に応じて520凹以下の間隔となる位置に脳天打ちをする。

(外装材が縦張の場合)

下端部の水切の取り付け

下端部の水切は、壁面の下端となるところに土台と平行に所定の留め具を用いて取り付ける。

外装材の取り付け

【留め具を実部打ちとする場合】

外装材は、柱及び間柱と平行に配置し、胴縁に当たる部分を外装材用留め具を用いて固定す

る白次にニ枚目のメス部を一枚目のオス部に差し込み、二枚目のオス部で胴縁に当たる部分

を、外装材用留め具を用いて固定する。三枚目以降は、順次繰り返して、連続した壁面を形

成する。

【留め具を脳天打ちとする場合】

外装材は、柱及び間柱と平行に配置し、胴縁に当たる部分に外装材用留め具を用いて固定す

る。次に二枚目のメス部と一枚目のオス部を重ね、外装材用留め具を用いて胴縁に留め付け

る。三枚目以降は、順次繰り返して、連続した壁面を形成する。
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【留め具を実部打ち・脳天打ち併用とする場合】

外装材は、上記に従い取り付ける。外装材働き幅が520mmを超える場合には、合いじゃくり

部以外に520mm以下の間隔となる位置に脳天打ちをする。また、外装材働き幅が520mm以下の

場合は、必要に応じて520mm以下の間隔となる位置に脳天打ちをする。

5)外装材の目地処理

(外装材が横張の場合)

[工法1の場合]

外装材同土を突き付けて固定する。この際、防水の万全を期すためには、外装材同士の境界

をシーノレ材等で、シ…ノレし又は目地部分に防水テープを貼り付けることが望ましい。

以下の工法において縦目地部は、あらかじめ目地となるところに縦目地部役物(ジョイナー

A、B又はC)を柱に目地部役物用留め具を用いて固定し、その上に外装材を固定する。

[工法2の場合]

外装材を固定した際に、防水の万全を期すためには、縦目地部役物(ジョイナーC) と外装

材の隙聞をシーノレ材等で、シーノレし又は目地部分に防水テープを貼り付けることが望ましい。

[工法3の場合]

外装材の上から外装材一枚につき一つの縦目地部役物(キャップA)を縦白地部役物(ジョ

イナーA)にはめ込む。この際、防水の万全を期すためには、縦目地部役物と外装材の境界

をシーノレ材等で、シーノレすることが望ましい。

[工法4の場合]

外装材の上から縦目地部役物(キャップB) を縦目地部役物(ジョイナーA)にはめ込む。

この際、防水の万全在期すためには、縦目地部役物と外装材の境界をシ…ノレ材等で、シーノレす

ることが望ましい。

[工法5の場合]

外装材の上から縦目地部役物(キャップD)を目地部役物用留め兵を用いて闘定し、その上

に縦田地部役物(キャップC) をど問地部役物用留め具で闘定する。

外装材とキャップとの隙間及びキャップ材は、シーノレ材等で、シ…ノレする。

(外装材が縦張の場合)

[工法1の場合]

外装材同士を突き付けて固定する。この際、防水の万全を期すためには、外装材同士の境界

をシーノレ材等で、シーノレし又は目地部分に防水テープを貼り付けることが望ましい。

[工法2の場合]

横目地部は、横目地部役物を土台と平行に胴縁に白地部役物用留め具を用いて固定する。次

いで、その上に外装材を周定する。

外装材を回定した際に、防水の万全を期すためには、横目地部役物と外装材の隙聞をシーノレ

材等で、シーノレし又は目地部分に防水テープを貼り付けることが望ましい。

[工法3、4の場合]

横目地部は、横目地部役物を土台と平行に胴縁に白地部役物用留め具を用いて国定する。ま

た必要に応じ、横目地部役物付加材を横目地部役物に重ねて胴縁に目地部役物用留め具を用

いて固定する白次いで、そのよに外装材を固定する。この際、防水の万全を期すためには、

白地部役物と外装材との隙間をシーノレ材等で、シーノレすることが望ましい。

6)外装化粧材の取り付け例(必要に応じて)

[金具留め工法の場合]

一枚目の外装化粧材を取り付け金具を用いて外装材の表面に取り付ける。二枚目以降も順次

これを繰り返し取り付け、連続した壁面を形成する。

[釘留め工法の場合]

一枚目の外装化粧材を留め具を用いて外装材表面に取り付ける。二枚目以降も順次これを繰

り返し取り付け、連続した壁面を形成する。

[接着工法の場合]

予め外装材又は外装化粧材に接着剤を塗布し、一枚目の外装化粧材を外装材表面に取り付け

る。二枚目以降も順次これを繰り返し取り付け、連続した壁面を形成する。

[引っ掛け工法]
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一枚目の外装化粧材を外装材表面に引っ掛けて取り付ける。二枚目以降も順次これを繰り返

し取り付け、連続した壁面を形成する白尚、必要に応じて接着工法も併用する。

7)外装化粧材の目地の配置及び目地処理(必要に応じて)

[空自地とする場合]

外装化粧材は、目地の配置に従って取り付けるのみである。

[目地材としてEPDM等を使用する場合]

EPDM等を予め一方の外装化粧材小口部に接着し、もう一方の外装化粧材小口部に押しつけ目

地部を形成する。

[目地材としてシーリング材を使用する場合]

必要に応じ予め一方の外装化粧材小口部にパックアップ材を装着し、目地部にシーリング材

を注入し、それを平滑にし問地部を形成する。

[目地材としてモルタルを使用する場合]

目地部にモルタルを注入し、それを平滑にし目地部を形成する。

8)充てん断熱材の充てん

充てん断熱材は、内装側から柱・間柱の間に充てんする。

9)防湿材の取り付け

防湿材を使用する場合l士、できるだけたるみ、しわのないようにステーブルを用いて取り付

ける白

1 0)内装材の取り付け

内装材は、柱及び間柱に内装材用留め具を用いて外周部150mm以下、中間部200mm以下で、留め

付ける白
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